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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

ストップ！

戦争立法
日本共産党

　安倍政権は「戦争立法」といえる一連の法案を
５月中旬にも提出を狙っています。その中身は、
平和憲法９条を壊す３つの大問題があります。

①戦地に派兵、 「殺し、 殺される」 ことに
　海外派兵の恒久法の新設、周辺事態法の改定によって、アメリカが、世界のど
こであれ、アフガニスタン戦争、イラク戦争のような戦争に乗り出したさいに、
自衛隊が従来の「戦闘地域」まで行って、軍事支援を行うことになります。

②戦乱が続いている地域での治安維持活動も
　ＰＫＯ法の改定によって、形式上「停戦合意」がされているが、戦乱が続いて
いるような地域に、自衛隊を派兵し、武器を使った治安維持活動に取り組めるよ
うになります。３５００人もの戦死者を出しているアフガニスタン国際治安支援
部隊（ＩＳＡＦ）に自衛隊が参加する道が開かれてきます。

③先制攻撃への参戦の危険も
　武力攻撃事態法などの改定によって、日本に対する武力攻撃がなくても、集団
的自衛権を発動して、アメリカの戦争に自衛隊が参戦し、海外での武力行使に乗
り出すことになります。アメリカが先制攻撃の戦争を行った場合での集団的自衛
権発動も「個別具体的に判断する」（安倍首相）と否定していません。
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　日本共産党は、「戦争立法」反対の一点で力をあわせて、戦

争立法ストップに全力をあげます。世界に誇る憲法９条を守

りぬき、９条を生かした平和日本をご一緒につくりましょう。

戦争立法反対パレード（名古屋市の繁華街）
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